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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
・利用者の生活支援を具体的に「日々のプラン」として一覧表にし、職員が共有し、様々な介護度の利
用者の状況や変化に沿った支援を行っている。
・事業所の共有空間・居室など、不快な音や臭気もなく、利用者が穏やかに過ごせるよう、席順や居場
所を工夫した支援が行われている。
・職員間のコミュニケーションが取れており、気づきや注意などが言い合える関係が、利用者支援や職
員の学びに結びついている。
・若年者や、高次脳機能障害の人を積極的に受け入れるなど、事業所全体で、意欲的な取り組みを
行っている。当年度は、若年者２名を受け入れている。

基本情報リンク先

大分県佐伯市鶴見地松浦１２５０番地所在地

評価機関名

評価結果市町村受理日平成２３年６月１６日

1  自己評価及び外部評価結果

4490500081

法人名 グループホーム　ひだまり

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　「家族のように　我が家のように」を基本理念とし、田舎ならではの木造建てのぬくもりを大切にしてい
ます。農作業や釣り、海辺のドライブなど田舎ならではのプランを立てて生きがいづくりに努めていま
す。また、海の見える高台に位置し、津波の避難区域になっています。認知症のセンターシートを活用
させていただき、認知症の方がなぜ、そういう行動をとるのか、どういう対応がいいのかを日々、考えな
がら勤めています。他施設や他の事業所で対応しきれない方を受け入れており重度化してきているの
が悩みのひとつ。しかし、社会的役割を考え、役に立つ施設であり続けなければならない旨を職員と共
有しながら日々、研鑽に励んでいます。またできるだけ戸外の行きたいところに行ける様支援していま
す。散歩は周りが車の通りが少ないこともあり、日常的に実行しています。

介護事業所　ひだまり事業所名

自己評価作成日 平成２３年８月２９日

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

　　福祉サービス評価センターおおいた

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56

所在地 　　大分県大分市大津町２丁目１番４１号

訪問調査日 平成23年7月11日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない4. ほとんど掴んでいない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別添３）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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評価機関 ： 福祉サービス評価センターおおいた



事業者名：介護事業所ひだまり

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

時折、何か疑問点やいきづまったときなど、
理念に立ち返り、申し送りなどで復唱してい
る。それを実践につなげようと努力してい
る。

事業所設立時、管理者・職員で作成した「家
族のように、我が家のように」の内容を、利
用者の変化、重度化に沿わせながら日常の
支援に活かしている。

地元の幼稚園や小学校、又保育園との交
流が盛んであり、また、買い物には近くのA
コープに買い物に行き、店員と交流。散歩で
は日常的にあいさつをしたりして交流してい
る。

商品購入や散歩時のあいさつなどで、日常
的に近隣住民や商店との交流が行われてお
り、地域の中の事業所として認識されてい
る。

２ヶ月に１回の運営推進会議は自治会長さ
ん、前回の自治会長さん、区長さん、前回
の区長さん、民生委員さん、市役所の方々
などが来て頂き、年々、理解者も増えてい
る。またキャラバンメイトや市の依頼があれ
ばなるべく参加を考えている。

皆さんからの意見を集約し、事業所全体の
向上に努めている。また、外部評価の内容
や事業所としての取り組みも公表している。

事業所から利用者の状況報告や事業の取り
組みが報告され、参加者からの意見や提案
は、事業所運営に活かされている。議事録
は、発言者の口述通りに詳細に記録してい
る。

２ヶ月に１回のケア会議に出席したり、運営
推進会議で意見を言っていただいたり、ま
た、地域包括支援センターの方々や生活保
護の方々とは、入所、退所のことやその他
の相談ごとなどで常に協力関係を築いてい
る。

地域包括支援センターから、困難事例や入
居相談などを受け、積極的な対応を行ってい
る。利用者支援や事業所運営について、地
域包括支援センターや市担当者との連携も
取れている。

身体拘束については会議や申し送りなどで
事例などをあげながら利用者個人個人にあ
わせ、今、安全性などのためにしなければ
ならないのか常に考えて対応をしている。

利用者の安全のために、安易な機材利用に
頼ることなく、様々な介護度の方に対して、そ
の日の状況に合わせた見守りや、工夫によ
る対応を行っている。

時折、会議で虐待の話しをし、また、朝夕の
申し送りなどで現在の状況などを確認し、ス
トレスなどで虐待に走らないよう常に注意を
払っている。身体的虐待はもちろん、最近
は特に心理的虐待（言葉の虐待）の話しは
する。

2/9 評価機関 ： 福祉サービス評価センターおおいた



事業者名：介護事業所ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

月に1度のグループホーム会議にて日常生
活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会をもうけており、相談ごとがあれば
応じている。実際に入所後、成年後見制度
を利用した方がいる。

契約する前は見学に来ていただいたり、本
人様に面会に行ったりし、ご利用者様やご
家族が納得の上で入所するよう努めてい
る。契約の際は契約書を交わす時に不安や
疑問点を尋ね、また、いつでも退所できる旨
を説明している。

運営推進会議や家族会、ケアプラン作成時
や普段の面会時、普段の生活時に意見や
要望を表現できるような雰囲気に努め、ま
た、運営に反映させている。

家族アンケートを取り、家族の希望に沿っ
て、年２回の家族会を開いている。その際に
は、家族のみの話し合いの時間もとってい
る。

グループホーム会議や朝、夕の申送りなど
で職員の意見や提案を聞く機会を設け、管
理者と話し合いをしている。そういった雰囲
気にも努めている。

月に１度のグループホーム会議で、職員の
意見を聞く機会を持っている。職員同士のコ
ミュニケーションがとれており、日常的に職員
間での意見や提案を発言し易い環境が作ら
れている。

ボーナス査定時などは管理者の意見を聞く
と同時に、職員それぞれひだまり採点表に
て自己評価の採点をしてもらい、代表者は
参考にしながら各職員の実績などを鑑み、
給与に反映している。また、出きるだけ定時
に帰れるよう進言をしてる。

いろんな研修の案内がくるが、吟味をしなが
ら、研修を受ける機会の確保に努めてい
る。また、個人個人に行っていただきたい研
修は個人個人に伝達し、行ってもらってい
る。常に必要な研修に行くことは進言してい
る。

管理者は佐伯市の相談員の集まり（ひょっ
こり相談島）に参加させていただき、職員は
同業者の勉強会などに時折参加させてもら
い、サービスの質の向上をはかっている。

3/9 評価機関 ： 福祉サービス評価センターおおいた



事業者名：介護事業所ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

サービスを導入する前はセンターシートなど
で情報収集し、また、入所してからは本人と
できるだけ会話するよう努め、日々の状態
観察シートなどにて不安なこと、要望、安心
と感じることは何かを探り、2週間後にプラン
を立て、実行している。

ご家族とは入所する前も入所してからも関
係作りに努め意見、要望などの吸い上げを
行なっている。

例えば、農業が嫌いな方に農業の話しをし
ないよう、また、今現在の認知症レベルがど
の程度なのかを把握し、「今」何をすべきか
を、サービス初期の段階で把握できるよう
努めている。

重度の方でも、介護される一方の立場にお
かないよう、できることはできるだけしていた
だきながら、お話をしながら暮らしを共にす
るような感じで共にすごせるよう努力してい
る。

ご家族の方から「こちらに面会に来てよろし
いんでしょうか。」「面会時間は何時なんで
しょうか。」という質問をされる。いつでもい
いですよ。遅い時間になれば玄関のベルを
ならしていただければ、スタッフが鍵を開け
に行きますよ。と言ってある。

入所の際は家にある馴染みのものを持って
きてください。と言う。また、センターシートに
より、本人は以前は何をしていたのか。何を
することによって落ち着くのかを探る。

事業所の利用開始時に聞き取られた利用者
の情報から、馴染みの人や場所を知り、交
流の継続が行われるように努めている。ま
た、入居後の利用者同士の人間関係にも配
慮している。

ご利用者様、1人1人の性格を把握し、それ
ぞれのスタイルで、孤立しないよう利用者同
志が関わりあえるよう支援をしている。食事
の際の席も常に考えている。

4/9 評価機関 ： 福祉サービス評価センターおおいた



事業者名：介護事業所ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

入院された方が長期になったりで退所せざ
るを得なかった時、その後行き場がなくなら
いようご家族や本人とは関係を常に持って
いる。

3ヶ月に1度のプラン作成にて本人様を交え
て話し合いをし、できるだけ本人の意向の
把握に努めようとしている。また、普段の生
活や話しぶり、センターシートなどを参考に
しながら本人本位に検討をしている。

体調や環境により、日々変化する利用者の
様子に配慮し、意思表示しやすい聞き取り方
を工夫することで、思いや意向の把握に努め
ている。

センターシートや情報を駆使しながら何が1
番本人にとっていいのかを探り、模索してい
る。

看護介護日誌・24時間シート・排泄表・日々
の観察記録・日々のプラン・私の求めるか
かわり方シートでの記録を使用しながら、ご
利用者様の把握に努めている。

3ヶ月に１度、または状態が変化したときな
どに本人、ご家族と話しをしながら介護計画
を作成している。日々の生活においては申
し送りや会議などで個人個人にあった、意
見やアイディアを出し合っている。

利用者の生活歴や家族歴をもとに、利用者・
家族・担当職員と話し合い、介護計画を作成
している。その計画を基に、利用者の生活支
援を具体的に、「日々のプラン」として一覧表
にし、勤務毎に確認している。

個人個人の記録（看護介護日誌・24時間
シート・排泄表・日々の観察記録・日々のプ
ラン・私の求めるかかわり方シート）を駆使
し情報を共有しながら実践、計画の見直し
をしている。

若年性の男性の方とキャッチボールをした
り、草取りがしたいという方がいれば一緒に
畑の草取りをしたり、なかなか寝付けない方
には職員が話し相手になったり、それぞれ
の方が「快」になるよう既存のサービスに捉
われないよう援助している。
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事業者名：介護事業所ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

鶴見地区の保育所、幼稚園、小学校の生徒
さんが訪問に来られ、農作業をしたり、発表
会など披露してくれる。また、近所のAコープ
にはしょっちゅう買い物に行き店員さんとも
話しをする。車が少ないので回りは散歩
コースになっている。

契約時、かかりつけ医を必ずお伺いし、本
人またはご家族様が普段通っている医者を
重視している。また、定期受診や急変時な
どかかりつけ医と適切な相談をし、受診した
り、往診に来ていただいたりしている。

遠方の専門医受診は家族が同行するが、日
常の定期受診は、職員が同行して行ってい
る。かかりつけ医と事業所の連携も取れてい
る。週に２回の協力医の訪問診療が行われ
ている。

介護士と看護師は朝・夕の申し送りで気づ
いたことを報告しあい、相談し適切な看護が
受けられるよう支援している。また、その都
度気になることを報告しあっている。

管理者は入院した病院の医療ソーシャル
ワーカーと情報交換をしたり、見舞いに行っ
たりしながら本人の状態を把握し、相談にも
のるようにしている。

重度化の指針のマニュアルを作成し、また、
契約書も作成。本人、ご家族様と話し合い、
十分に説明しながら方針を共有している。

事業所での看取り経験がある。事業所の利
用開始時に、家族・利用者と終末期ケアにつ
いての話し合いを行い、確認書の作成も行っ
ている。

急変時の対応や事故発生時の備えなどは
会議や申し送りで、常々話しをしている。救
命救急の訓練などは職員が自発的に研修
に行ったりしている。

避難訓練は月に１度実施している。当日、
いろんな設定を考え、その都度、避難対策
を練っている。３月の東北地方の津波のよう
なものがこちらに来るとも限らないことも想
定し、避難訓練をしたこともある。ひだまり
は４区の津波避難区域。

毎月、避難訓練を行っている。また、年に２
回、消防署参加のもと、隣接する有料老人
ホームと合同避難訓練を行っている。事業所
は、佐伯市より地域の津波避難場所に指定
されている。
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事業者名：介護事業所ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

会議や日々の申し送りで人格の尊重、誇り
やプライバシーを損ねないような声かけの
仕方、対応の仕方は常に話しあっている。
個人個人の対応にもそれぞれ違うので気を
つけている。

利用者の誇りやプライバシーに配慮した声
掛けや対応を行うように努めている。また、
職員間での気づきは、その場で注意しあった
り、会議で話し合いを持つようにしている。

声かけの仕方を個人個人考えながら対応を
している。自己決定ができるような雰囲気に
心がけている。

身体に支障がないのであれば食事のペー
スや入浴日の希望、ゆっくりしたペースなど
を考慮しながらなるべく希望にそった支援を
している。生活暦を勘案しながらそれぞれ
の方にどういう生活がいいのかを考えてい
る。
おしゃれな方には、おしゃれな洋服など着た
時や化粧をした時には褒め、また、一緒に
買い物にいったりし、気に入ったものを買っ
てきたりしている。

１人１人の状況に合わせて、調理していただ
いたり、味見をしていただいたり、盛り付け
をしていただいたり、片づけをしていただい
たり、茶碗洗いをしていただいたりしながら、
一緒になってしている。

主食と汁物を事業所で作り、副食は外部委
託している。事業所から利用者の咀嚼や嚥
下、嗜好の情報を提供し、利用者の状態に
沿った食事形態の献立となっている。職員一
人が検食として利用者と同じ食事を摂る様に
している。

食べる量は毎食、主食と副食にわけて数値
化し、水分量もその都度、把握し数値化し、
足りない方には夜、飲んでいただくなど工夫
をしている。また、食事や飲み物の嗜好を
探り、買ってきたりしている。

口腔ケアが自力で出来る方、出来てもあま
りしない方、出来ない方などいろんな方がい
るが、うがいの薬も含めてなるべくその方に
あった口腔ケアを援助している。
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事業者名：介護事業所ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

２４時間シートや排泄表を活用しながらそれ
ぞれの方の状態に合わせなるべくトイレで
の排泄を心がけている。介護度５のオムツ
の方でも誘導して腹圧などして、トイレで排
泄をしていただいている方もいる。

利用者の状況に合わせて、おむつや紙パン
ツ・パッドを利用し、日中は、出来るだけトイ
レでの排泄に努めている。

飲食物については便秘時繊維質のものを
食べるよう勧めたり、野菜ジュースを買いに
いったり、運動への働きかけをしたり個人個
人の状況を見ながら、なるべく薬を使わず
にできるよう努力している。

希望する方がいれば定期的な入浴以外、
入浴をしていただいたり若年性の方で、希
望でほぼ毎日の入浴をしていただいたりし
ている方もいる。また、楽しんで入浴できる
よう時間なども本人と話しをしたりしている。

週２回の入浴日としているが、利用者の希望
や状況で毎日の入浴や適宜の入浴も行って
いる。利用者の状況に合わせて、事業所内
の一か所の機械浴を利用し、それぞれのユ
ニット職員で協力して入浴支援を行ってい
る。

足浴をしたり、テレビを見ていただいたり、リ
ビングにて談笑したり、それぞれの方が気
持ちよく眠れるよう支援している。日中の過
ごし方が夜眠れるかどうかを左右すること
は常に話しをする。

個人個人の薬状を各階に渡し、その時々に
どういう薬が処方されたかをそれぞれの職
員が理解できるよう努めている。また、申し
送りなどで薬の副作用や症状については常
に話しをしている。

センターシートを活用しながらプランを立
て、それぞれの方にあった支援をしている。
変わった方では草取りを毎日する方、パチ
ンコが好きな方、黒田節を踊る方、マッサー
ジをして頂く方など多様なプランを実行して
いる。

散歩はほぼ毎日、その方にあった距離など
で支援している。また、ピクニックに行った
り、地元が大入島だった方に船を使用して
大入島に行ったり、普段行けない所に行け
る様支援している。地域と連携し、重度の方
でも温泉にも出かけた。

日常的に散歩や外出を行っており、地域の
人との交流にもつながっている。職員が、温
泉施設の職員と話し合い、おむつ使用の利
用者も快く温泉を楽しむことが出来ている。
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

買い物に行かれるときには財布を持ってい
ただいたり、お金を数えていただいたり店員
さんと話しをしていただいたりそれぞれの
方々に合わせて声かけや援助をしている。

電話がかかってきたり、電話をかけたいと
言ってきたりした時はそれぞれの個人個人
の状態などによりできるかぎりのやりとりが
できるよう支援している。また、手紙の代筆
なども心がけている。

玄関には花を飾り、廊下や壁は季節の飾り
や、いすなどを置き、また、食堂や台所、居
間などは空間を使いながら、馴染みの生活
ができるよう、居心地よく過ごせるようにして
いる。昔の電話やアイロン、鏡なども置いて
いる。

共有空間の食卓や居間、トイレは、不快な音
や臭気もなく、利用者間の相性で席順や過
ごす場を工夫し、気持ちよく過ごせるよう支
援が行われている。

できることは何かを考え、また、わかること
は何かを吟味しプランを立て、具体的なプラ
ンとし○×方式でできた、やれなかった。な
ぜなのか？を考えている。

畳の空間があったり、くつろげるソファが
あったり、ご利用者様の座る位置も考えたり
しながら思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

基本的に好きなものや使い慣れたものを
持ってきていただけるようお願いしている。
また、２４時間シートや本人の生活暦の中で
好きであっただろうものを飾ったりして居室
が居心地の良くなるよう努めている。

利用者の個性や生活歴に沿った居室づくり、
支援が行われている。
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○ ○

○
○

○
○

○ ○

○
○

○ ○

○

　（別添３）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない4. ほとんど掴んでいない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

所在地 　　大分県大分市大津町２丁目１番４１号

訪問調査日 平成２３年７月１１日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

平成２３年８月２９日

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

　　福祉サービス評価センターおおいた

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56

1  自己評価及び外部評価結果

4490500081

法人名 グループホーム　ひだまり

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　「家族のように　我が家のように」を基本理念とし、田舎ならではの木造建てのぬくもりを大切にしてい
ます。農作業や釣り、海辺のドライブなど田舎ならではのプランを立てて生きがい造りに努めています。
また、海の見える高台に位置し、津波の避難区域になっています。認知症のセンターシートを活用させ
ていただき、認知症の方がなぜ、そういう行動をとるのか、どういう対応がいいのかを日々、考えながら
勤めています。他施設や他の事業所で対応しきれない方を受け入れており重度化してきているのが悩
みのひとつ。しかし、社会的役割を考え、役に立つ施設であり続けなければならない旨を職員と共有し
ながら日々、研鑽に励んでいます。またできるだけ戸外の行きたいところに行ける様支援しています。
散歩は周りが車の通りが少ないこともあり、日常的に実行しています。

介護事業所　ひだまり　2ユニット事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

【1ユニット目に記載】

基本情報リンク先

大分県佐伯市鶴見地松浦１２５０番地所在地

評価機関名

評価結果市町村受理日平成２３年６月１６日
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評価機関 ： 福祉サービス評価センターおおいた



事業者名：介護事業所ひだまり　2ユニット

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んで
いる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

時折、会議で虐待の話しをし、また、朝夕の申し
送りなどで現在の状況などを確認し、ストレスな
どで虐待に走らないよう常に注意を払っている。
身体的虐待はもちろん、最近は特に心理的虐待
（言葉の虐待）の話しはする。

２ヶ月に１回のケア会議に出席したり、運営推進
会議で意見を言っていただいたり、また、地域包
括支援センターの方々や生活保護の方々とは、
入所、退所のことやその他の相談ごとなどで常
に協力関係を築いている。

身体拘束については会議や申し送りなどで事例
などをあげながら利用者個人個人にあわせ、
今、安全性などのためにしなければならないの
か常に考えて対応をしている。

２ヶ月に１回の運営推進会議は自治会長さん、
前回の自治会長さん、区長さん、前回の区長さ
ん、民生委員さん、市役所の方々などが来て頂
き、年々、理解者も増えている。またキャラバン
メイトや市の依頼があればなるべく参加を考えて
いる。

皆さんからの意見を集約し、事業所全体の向上
に努めている。また、外部評価の内容や事業所
としての取り組みも公表している。

時折、何か疑問点やいきづまったときなど、理念
に立ち返り、申し送りなどで復唱している。それ
を実践につなげようと努力している。

地元の幼稚園や小学校、又保育園との交流が
盛んであり、また、買い物には近くのAコープに
買い物に行き、店員と交流。散歩では日常的に
あいさつをしたりして交流している。

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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事業者名：介護事業所ひだまり　2ユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係
者と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならび
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをし
ている

いろんな研修の案内がくるが、吟味をしながら、
研修を受ける機会の確保に努めている。また、
個人個人に行っていただきたい研修は個人個人
に伝達し、行ってもらっている。常に必要な研修
に行くことは進言している。

管理者は佐伯市の相談員の集まり（ひょっこり
相談島）に参加させていただき、職員は同業者
の勉強会などに時折参加させてもらい、サービ
スの質の向上をはかっている。

グループホーム会議や朝、夕の申送りなどで職
員の意見や提案を聞く機会を設け、管理者と話
し合いをしている。そういった雰囲気にも努めて
いる。

ボーナス査定時などは管理者の意見を聞くと同
時に、職員それぞれひだまり採点表にて自己評
価の採点をしてもらい、代表者は参考にしなが
ら各職員の実績などを鑑み、給与に反映してい
る。また、出きるだけ定時に帰れるよう進言をし
てる。

契約する前は見学に来ていただいたり、本人様
に面会に行ったりし、ご利用者様やご家族が納
得の上で入所するよう努めている。契約の際は
契約書を交わす時に不安や疑問点を尋ね、ま
た、いつでも退所できる旨を説明している。

運営推進会議や家族会、ケアプラン作成時や普
段の面会時、普段の生活時に意見や要望を表
現できるような雰囲気に努め、また、運営に反映
させている。

月に1度のグループホーム会議にて日常生活自
立支援事業や成年後見制度について学ぶ機会
をもうけており、相談ごとがあれば応じている。
実際に入所後、成年後見制度を利用した方がい
る。
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事業者名：介護事業所ひだまり　2ユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確
保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

ご利用者様、1人1人の性格を把握し、それぞれ
のスタイルで、孤立しないよう利用者同志が関
わりあえるよう支援をしている。食事の際の席も
常に考えている。

ご家族の方から「こちらに面会に来てよろしいん
でしょうか。」「面会時間は何時なんでしょうか。」
という質問をされる。いつでもいいですよ。遅い
時間になれば玄関のベルをならしていただけれ
ば、スタッフが鍵を開けに行きますよ。と言って
ある。

入所の際は家にある馴染みのものを持ってきて
ください。と言う。また、センターシートにより、本
人は以前は何をしていたのか。何をすることに
よって落ち着くのかを探る。

例えば、農業が嫌いな方に農業の話しをしない
よう、また、今現在の認知症レベルがどの程度
なのかを把握し、「今」何をすべきかを、サービス
初期の段階で把握できるよう努めている。

重度の方でも、介護される一方の立場におかな
いよう、できることはできるだけしていただきなが
ら、お話をしながら暮らしを共にするような感じで
共にすごせるよう努力している。

サービスを導入する前はセンターシートなどで
情報収集し、また、入所してからは本人とできる
だけ会話するよう努め、日々の状態観察シート
などにて不安なこと、要望、安心と感じることは
何かを探り、2週間後にプランを立て、実行して
いる。

ご家族とは入所する前も入所してからも関係作
りに努め意見、要望などの吸い上げを行なって
いる。
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事業者名：介護事業所ひだまり　2ユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画
を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

個人個人の記録（看護介護日誌・24時間シート・
排泄表・日々の観察記録・日々のプラン・私の求
めるかかわり方シート）を駆使し情報を共有しな
がら実践、計画の見直しをしている。

若年性の男性の方とキャッチボールをしたり、草
取りがしたいという方がいれば一緒に畑の草取
りをしたり、なかなか寝付けない方には職員が
話し相手になったり、それぞれの方が「快」にな
るよう既存のサービスに捉われないよう援助し
ている。

看護介護日誌・24時間シート・排泄表・日々の観
察記録・日々のプラン・私の求めるかかわり方
シートでの記録を使用しながら、ご利用者様の
把握に努めている。

3ヶ月に１度、または状態が変化したときなどに
本人、ご家族と話しをしながら介護計画を作成し
ている。日々の生活においては申し送りや会議
などで個人個人にあった、意見やアイディアを出
し合っている。

3ヶ月に1度のプラン作成にて本人様を交えて話
し合いをし、できるだけ本人の意向の把握に努
めようとしている。また、普段の生活や話しぶり、
センターシートなどを参考にしながら本人本位に
検討をしている。

センターシートや情報を駆使しながら何が1番本
人にとっていいのかを探り、模索している。

入院された方が長期になったりで退所せざるを
得なかった時、その後行き場がなくならいようご
家族や本人とは関係を常に持っている。
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事業者名：介護事業所ひだまり　2ユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者
と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

避難訓練は月に１度実施している。当日、いろ
んな設定を考え、その都度、避難対策を練って
いる。３月の東北地方の津波のようなものがこち
らに来るとも限らないことも想定し、避難訓練を
したこともある。ひだまりは４区の津波避難区
域。

重度化の指針のマニュアルを作成し、また、契
約書も作成。本人、ご家族様と話し合い、十分に
説明しながら方針を共有している。

急変時の対応や事故発生時の備えなどは会議
や申し送りで、常々話しをしている。救命救急の
訓練などは職員が自発的に研修に行ったりして
いる。

介護士と看護師は朝・夕の申し送りで気づいた
ことを報告しあい、相談し適切な看護が受けられ
るよう支援している。また、その都度気になるこ
とを報告しあっている。

管理者は入院した病院の医療ソーシャルワー
カーと情報交換をしたり、見舞いに行ったりしな
がら本人の状態を把握し、相談にものるようにし
ている。

鶴見地区の保育所、幼稚園、小学校の生徒さん
が訪問に来られ、農作業をしたり、発表会など披
露してくれる。また、近所のAコープにはしょっ
ちゅう買い物に行き店員さんとも話しをする。車
が少ないので回りは散歩コースになっている。

契約時、かかりつけ医を必ずお伺いし、本人ま
たはご家族様が普段通っている医者を重視して
いる。また、定期受診や急変時などかかりつけ
医と適切な相談をし、受診したり、往診に来てい
ただいたりしている。
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

食べる量は毎食、主食と副食にわけて数値化
し、水分量もその都度、把握し数値化し、足りな
い方には夜、飲んでいただくなど工夫をしてい
る。また、食事や飲み物の嗜好を探り、買ってき
たりしている。

口腔ケアが自力で出来る方、出来てもあまりし
ない方、出来ない方などいろんな方がいるが、う
がいの薬も含めてなるべくその方にあった口腔
ケアを援助している。

おしゃれな方には、おしゃれな洋服など着た時
や化粧をした時には褒め、また、一緒に買い物
にいったりし、気に入ったものを買ってきたりして
いる。

１人１人の状況に合わせて、調理していただい
たり、味見をしていただいたり、盛り付けをしてい
ただいたり、片づけをしていただいたり、茶碗洗
いをしていただいたりしながら、一緒になってし
ている。

声かけの仕方を個人個人考えながら対応をして
いる。自己決定ができるような雰囲気に心がけ
ている。

身体に支障がないのであれば食事のペースや
入浴日の希望、ゆっくりしたペースなどを考慮し
ながらなるべく希望にそった支援をしている。生
活暦を勘案しながらそれぞれの方にどういう生
活がいいのかを考えている。

会議や日々の申し送りで人格の尊重、誇りやプ
ライバシーを損ねないような声かけの仕方、対
応の仕方は常に話しあっている。個人個人の対
応にもそれぞれ違うので気をつけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部
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43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んで
いる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

散歩はほぼ毎日、その方にあった距離などで支
援している。また、ピクニックに行ったり、地元が
大入島だった方に船を使用して大入島に行った
り、普段行けない所に行ける様支援している。地
域と連携し、重度の方でも温泉にも出かけた。

個人個人の薬状を各階に渡し、その時々にどう
いう薬が処方されたかをそれぞれの職員が理解
できるよう努めている。また、申し送りなどで薬
の副作用や症状については常に話しをしてい
る。

センターシートを活用しながらプランを立て、そ
れぞれの方にあった支援をしている。変わった
方では草取りを毎日する方、パチンコが好きな
方、黒田節を踊る方、マッサージをして頂く方な
ど多様なプランを実行している。

希望する方がいれば定期的な入浴以外、入浴
をしていただいたり若年性の方で、希望でほぼ
毎日の入浴をしていただいたりしている方もい
る。また、楽しんで入浴できるよう時間なども本
人と話しをしたりしている。

足浴をしたり、テレビを見ていただいたり、リビン
グにて談笑したり、それぞれの方が気持ちよく眠
れるよう支援している。日中の過ごし方が夜眠
れるかどうかを左右することは常に話しをする。

２４時間シートや排泄表を活用しながらそれぞれ
の方の状態に合わせなるべくトイレでの排泄を
心がけている。介護度５のオムツの方でも誘導
して腹圧などして、トイレで排泄をしていただいて
いる方もいる。

飲食物については便秘時繊維質のものを食べ
るよう勧めたり、野菜ジュースを買いにいったり、
運動への働きかけをしたり個人個人の状況を見
ながら、なるべく薬を使わずにできるよう努力し
ている。
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50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を
活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れる
ように工夫している

できることは何かを考え、また、わかることは何
かを吟味しプランを立て、具体的なプランとし○
×方式でできた、やれなかった。なぜなのか？を
考えている。

畳の空間があったり、くつろげるソファがあった
り、ご利用者様の座る位置も考えたりしながら思
い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る。

基本的に好きなものや使い慣れたものを持って
きていただけるようお願いしている。また、２４時
間シートや本人の生活暦の中で好きであっただ
ろうものを飾ったりして居室が居心地の良くなる
よう努めている。

電話がかかってきたり、電話をかけたいと言って
きたりした時はそれぞれの個人個人の状態など
によりできるかぎりのやりとりができるよう支援し
ている。また、手紙の代筆なども心がけている。

玄関には花を飾り、廊下や壁は季節の飾りや、
いすなどを置き、また、食堂や台所、居間などは
空間を使いながら、馴染みの生活ができるよう、
居心地よく過ごせるようにしている。昔の電話や
アイロン、鏡なども置いている。

買い物に行かれるときには財布を持っていただ
いたり、お金を数えていただいたり店員さんと話
しをしていただいたりそれぞれの方々に合わせ
て声かけや援助をしている。
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